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｢秋田の行事｣誕生までの
話、そして戦争という嵐
に飲み込まれていく２人
の運命…。笑いあり、感
動ありの舞台を見終えた
後、改めて故郷を大切に
思う気持ちが生まれます

表紙のはなし♪

３ こころに、学舎｢大正寺小学校｣
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おしらせトップ
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12 育児コーナー
…〝子どもツリー〟になろう！ ほか
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…〝バリコロ〟はいかが？／
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千秋美術館･赤れんが郷土館･佐竹史料館　　
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講座／催し／案内／健康

４  食べきりアイデアレシピ集／
地域特産品アイデアコンテスト

社会保障･税番号制度(マイナンバー制度)の導入によ

り、この10月から個人番号(マイナンバー)が指定され、

住民票上の住所全世帯に｢通知カード｣や｢個人番号カード

交付申請書｣などが入った簡易書留が郵送されています。

秋田市内は、11月末までに発送が完了する予定です。

なお、｢通知カード｣は簡易書留で送られるため、不在で

受け取れなかった場合は、不在通知書を確認のうえ、郵

便局へご連絡ください。

＊代理人が受け取る場合は、別途、書類が必要です。市民課へお問

い合わせください。

通知カード･個人番号カードに関しては、市民課
☎(866)2018、マイナンバー制度に関して
は、番号制度導入推進室☎(866)6653

やむを得ない理由により通知カードを受け取れないかた

①返戻された通知カードを市民課窓口で直接受け取る場合

返戻された通知カードは市民課で３か月程保管しま

す。直接窓口で受け取る場合は、次の書類が必要です。

本人確認書類(写し不可)u運転免許証、パスポート、在留
カードなどのうち１点。これらがない場合は、健康保険

証、年金手帳、社員証、学生証などのうち２点

②返戻された通知カードを居所(住民票上の住所でない居
住地)へ再送する場合

下記の理由がある場合、居所に通知カードを再送でき

ます。再送には申請が必要です。申請書は、市民課窓口

に備え付けているほか、次のホームページからも入手で

きます。http://www.city.akita.akita.jp/city/ct/ct/myno/
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u東日本大震災により被災し、住所地以外の場所へ避難

しているかた

uDV（ドメスティックバイオレンス）などの被害者で、住

所地以外の場所へ移動しているかた

u医療機関･施設などへの長期入院･入所が見込まれ、か

つ、住所地に誰も居住していないかた　

u上記以外のかたで、やむを得ない理由により住所地で

通知カードの送付を受けることができないかた

８ 市役所からのお知らせ
…犯罪被害者週間／
ひとり親家庭の自立を支援／
12月１日は世界エイズデー ほか

７ みんなで予防！ インフルエンザ
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現在建設中の雄和小学校。
左側の建物が雄和中学校

↑違う学年の児童がグルー
プに分かれて活動。責任感
が芽生え、親密さが増します
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雄和の４つの小学校が来春統合します

ま な び や
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